
テキストの特色

●  このテキストは、6年生の 2学期までに学
習したことがらをしっかりと復習し、学力

をきちんと身につけることを目標としてい

ます。
●  全部で 8講座からなり、各講座 4ページ（「4.
生物どうしの関わり」は 3ページ）にまと
めてあります。

●  各講座の最初にある「要点の整理」で覚え

るべきことがらや重要なポイントを確かめ

ていき、「練習問題」を解くことで、学力

の定着をはかります。
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◆要点の整理

１ 物が燃えるための条件
すきまのないびんの中で燃えているろうそくは、やがて消えるが、上や下にすきまのあるびんの中の

ろうそくは燃え続ける。

→物が燃えるには空気が必要であり、燃え続けるには、新しい空気が必要である。

例　アルコールランプの火を消すために、ふたをする。→新しい空気をなくす。⇒火は消える。

⑴　空気の成分
空気の成分を調べると右の円グラフのように、体積の約 1/5が酸素、約
4/5がちっ素という気体で、これらが混じり合っている。

⑵　物が燃えた後の空気
ろうそくなどの物が燃えたあとの空気には、二酸化炭素という気体がで

きている。二酸化炭素は水にとけ、石灰水を白くにごらせる性質がある。

２ 酸素と二酸化炭素の作り方と集め方
酸素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二酸化炭素

酸素
液体 うすい過酸化水素水
個体 二酸化マンガン

 二酸化炭素
液体 うすい塩酸
個体 石灰石（貝がらなど）

酸素の性質…①物を燃やすはたらきがある。②水にとけにくい。③空気よりも少し重い。
二酸化炭素の性質…①石灰水にいれると、石灰水が白くにごる。②水に少しとける。③空気よりも重い。
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　〔参考〕　石灰水…石灰水は二酸化炭素があると白くにごる性質がある。

　　　　　〈石灰水のつくり方〉

　　　　　�　水に水
すい

酸
さん

化
か

カルシウム（校庭のライン引きに使われる白い粉）を入れ，よくかき混ぜる。しば

らく静かに置いておく。とけ残った水酸化カルシウムは底にしずみ，その上
うわ

ずみ液が石灰水にな

っている。

　⑵　ものが燃えるのを助ける気体…酸
さん

素
そ

　　�　集気びんの中の空気に，酸素の量を変えて混

ぜ，その中に火のついたろうそくを入れてみる。

　　　　　　　　　　⇩

　　�　びんの中の酸素の量が多いほど，ろうそくの

ほのおは大きく，はげしく燃える。（図１）

　　　　　　　　　　⇩

　　�　空気には酸素がふくまれていて，酸素はもの

が燃えるのを助けることがわかる。また，ろう

そくの火の消えた集気びんの中に酸素を入れ，

さらに火のついたろうそくを入れてみる。

　　　　　　　　　　⇩

　　　ろうそくは，またはげしく燃える。（図２）

　　　　　　　　　　⇩

　　�　火が消えたのは酸素がなくなったから

で，できた二酸化炭素が火を消したのでは

ない。

　⑶　空気の成分

　　�　空気の成分を調べると，右の円グラフの

ように，体積の約１─５が酸素，約
４─５がちっ素

という気体で，これらが混じり合っている。

3　ものが燃えるための条件
　　①　燃えるものがあること。

　　②　燃やすための空気（酸素）があること。

　　③　ものが燃えることのできる温度まで熱くなること。

　　　　　⇨この温度を，そのものの発
はっ

火
か

点
てん

という。

　�　ものが燃えるためには，上の３つの条件がすべてそろ

うことが必要で，３つの条件がすべてそろったときにも

のは燃える。逆に火を消すためには，３条件のうちどれ

か１つを取りのぞいてやればよい。

　■例 　㋐ガスコンロの火を消すために，ガスのせんを止める。→ガスが出なくなる。　燃えるものをなくす。
　　　　㋑アルコールランプの火を消すために，ふたをする。　→新しい空気をなくす。




⇨火は消える。

　　　　㋒たき火の火を消すために，水をかける。　　　　　　→温度を下げる。

酸素だけ

水

空気だけ
空気＋
　酸素（少）

空気＋
　酸素（多）

図１

素
酸

はげしく燃える

その他

ちっ素（約
４─５）

酸素

（約
１─５）

図２

空気の成分

　　いろいろなものの発火点

もの 新聞紙 木炭 鉄 水素

発火点（℃） ２91 ２５０〜３００ ３1５〜３２０ ５００〜７５０
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	2	 酸素と二酸化炭素
4　酸素のつくり方と集め方
　①�　水でいっぱいにした集気びんを，

水を入れた水そうにさかさまに入

れる。

　②�　三角フラスコに入れた二
に

酸
さん

化
か

マ

ンガン（黒色の固体）に，コック

付きろうと管からうすい過
か

酸
さん

化
か

水
すい

素
そ

水
すい

（オキシドール）を少しずつ

加えて，酸素を発生させる。

　③�　最初は，三角フラスコ内の空気

が出てくるので，しばらくたって

から集気びんに酸素を集める。

　④�　集気びんに酸素が集まったらガラス板でふたをして，水そうから取り出す。

　�　上の図のような集め方を水上置かん法（水にとけにくい性質の気体のときに用いる）といい，純
じゅん

粋
すい

な気

体が集められる。また，集めた気体の量もわかる。

　〔参考〕�　酸素をつくるとき，二酸化マンガン自身は重さも性質も変化せず，過酸化水素水が酸素と水に分

かれるのを助けるはたらきをする。こうしたはたらきをするものを「しょくばい」という。

　　　　�　オキシドールは，過酸化水素水をうすめたもので，きず口につけると白いあわを出して，ばいき

んをきず口から出してくれる。このあわが酸素である。

5　酸素の性質
　①　色・におい・味のない気体。

　②　空気よりやや重い（空気の約1．1倍の重さ）。

　③�　水にとけにくい（ごくわずかとける）。右の図の

ように，水の入った試験管の中にほとんどとけない

で，入れた量だけ上にたまる。

　④�　酸素はプロパンガスや都市ガスとはちがい，それ

自身では燃えない。

　⑤�　他のものが燃えるのを助けるはたらきがある。空

気中ではほとんど燃えない鉄線も，酸素の中では，

火花を出して燃える。

　⑥�　木炭やろうそく，紙のように，炭素が入っている

ものが燃えると，炭素と酸素が結びついて二酸化炭

素ができる。

　⑦�　金属と結びついて，さびをつくる。鉄を燃やすと

黒さびができる。
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6　二酸化炭素のつくり方と集め方
　①�　石灰石（貝がらやたまごのからでもよい）を三角フラ

スコを割
わ

らないように注意しながら入れる。

　②�　ピンチコックを開いて，うすい塩
えん

酸
さん

を入れていく。

　③�　二酸化炭素がいっぱいになったかどうかは目で見ても

わからないので，マッチの火を集気びんの口のところへ

近づけたとき，すぐに消えるのであれば，いっぱいにな

っていると考えてよい。

　�　二酸化炭素も酸素と同じように水上置かん法でも集めら

れるが，よりかんたんに集める方法として，右の図のよう

な方法がある。この集め方を下方置かん法といい，空気よ

り重い気体を集めるのに用いられる。このときは水上置か

ん法の場合とちがって最初から集めてよい。それは空気よ

り重い二酸化炭素が集気びんの底からたまり，空気を追い

出すからである。

　〔参考〕�　二酸化炭素をつくるときは，石灰石も塩酸も変化しているので，発生しにくくなったときは新し

く，石灰石や塩酸を加える。

7　二酸化炭素の性質
　①　色・におい・味のない気体。

　②　空気より重い（空気の約1．５倍の重さ）。

　③�　水にとけ，水溶
よう

液を炭
たん

酸
さん

水
すい

という。水を少

し入れた注
ちゅう

射
しゃ

器
き

に二酸化炭素を吸
す

いこみ，よ

くふると，二酸化炭素の体積が減っている。

これは二酸化炭素が水にとけたからである。

（図１）

　④�　ものを燃やすはたらきがない。またそれ自

身も燃えない。火のついたろうそくを二酸化

炭素の入った容器の中に入れると，火はすぐ

消える。（図２）

　⑤�　石灰水を白くにごらせる。二酸化炭素が石

灰水の成分と結びついて，水にとけにくい白

いつぶになるためににごる（さらに二酸化炭

素を入れ続けると，水にとけやすい物質がで

きるので，はじめのようにすき通る）。

　⑥�　気体の二酸化炭素を冷やして固体にすると，ドライアイスができる。

　　　　　　　　　　　酸素，二酸化炭素をつくる…

うすい塩酸

石灰石

下方置かん法

ピ
ン
チ
コ
ッ
ク

水

二酸化炭素

ゴムせん
・ふる前 ・よくふったあと

火はすぐに消えてしまう

二酸化炭素

図１

図２

ポイント 酸素 二酸化炭素

液体 うすい過酸化水素水 うすい塩酸

固体 二酸化マンガン 石灰石

2   物の燃え方と空気

学習内容

物の燃え方と空気1 ● 燃える前と後の空気の変化
● 物を燃やす働きのある気体
● 物が燃え続けるには

❖ 要点の整理 
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３ 気体検知管の使い方
気体検知管…酸素用気体検知管や二酸化炭素用
気体検知管などがあり、酸素や二酸化炭素の量

の変化を調べるときに用いる。

練習問題

１ ＜物の燃え方＞　右の図のように、太さと高さのちがう集気びん①～
③に火のついたろうそくを入れ、燃え方のちがいを調べました。これに

ついて次の問いに答えなさい。

⑴ 　ろうそくの燃え続ける時間の長い順に番号を書きなさい。

 （　　　　→　　　　→　　　　）

⑵　ろうそくの燃え続ける時間は、次のア～ウの何に関係がありますか。記号で答えなさい。
 （　　）

　ア　集気びんの中のちっ素の量
　イ　集気びんの中の酸素の量
　ウ　集気びんの中の二酸化炭素の量

2 ＜空気と燃え方＞　次のそれぞれの文の（　）の中に、あてはまる数やことばを書きなさい。
⑴　空気は、おもに酸素とちっ素の混じった気体で、その体積の約（ 　 ）が酸素です。

 （　　　　　　　　　　　　　　）

⑵ 　酸素の入ったびんの中でろうそくを燃やすと、初めは（ ① ）燃えますが、しだいに燃え方が

（ ② ）なりやがて（ ③ ）しまいます。これはろうそくが燃えるときに、びんの中の（ ④ ）が使わ

れてしまったためです。

　①（　　　　　　　　）　②（　　　　　　　　）　③（　　　　　　　　）　④（ ）

⑶ 　ろうそくが燃えたあとのびんの中に、（ ① ）をいれてよくふると、（ ② ）色ににごります。この

ことから、ろうそくが燃えたあとには（ ③ ）という気体ができていることがわかります。

　①（　　　　　　　　）　②（　　　　　　　　）　③（　　　　　　　　）
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（目盛りの読みとり）

�

　　問題基本

1�〈ものの燃え方〉　右の図のように，太さと高

さのちがう集気びん①〜③に火のついたろうそ

くを入れ，燃え方のちがいを調べました。これ

について，次の問いに答えなさい。

　⑴�　ろうそくの燃え続ける時間の長い順に番号

を書きなさい。� （　　→　　→　　）

　⑵�　ろうそくの燃え続ける時間は，次のア〜ウの何に関係がありますか。記号で

答えなさい。� （　　　）

　　ア　集気びんの中のちっ素の量

　　イ　集気びんの中の酸素の量

　　ウ　集気びんの中の二酸化炭素の量

2�〈空気と燃え方〉　次のそれぞれの文の（　　　）の中に，あてはまる数やことば

を書きなさい。

　⑴�　空気は，おもに酸素とちっ素の混じった気体で，その体積の約（　　　　　）

が酸素です。

　⑵�　酸素の入ったびんの中でろうそくを燃やすと，初めは（　　　　　）燃えます

が，しだいに燃え方が（　　　　　）なり，やがて（　　　　　）しまいます。こ

れはろうそくが燃えるときに，びんの中の（　　　　　）が使われてしまったた

めです。

　⑶�　ろうそくが燃えたあとのびんの中に，（　　　　　）を入れてよくふると，

（　　　　　）色ににごります。このことから，ろうそくが燃えたあとには

（　　　　　）という気体ができていることがわかります。

3�〈空気と燃え方〉　右の図のように，火のつ

いたろうそくを１本入れた集気びんと２本入

れた集気びんで，燃え方がどのようにちがう

か調べました。これについて，次の問いに答

えなさい。

　⑴�　ＡとＢでは，火が消えるまでの時間は，

どうなりますか。� （　　　）

　　ア　Ａのほうがはやく消える。

　　イ　Ｂのほうがはやく消える。

　　ウ　消えるまでの時間は同じである。

　⑵�　⑴のようになるのはなぜですか。かんたんに説明しなさい。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・火が消えるのは，
酸素がなくなるか
らである。はやく
酸素がなくなるの
は…。

・石灰水の性質

・空気（酸素）の量
が多いほど，ろう
そくは長く燃える。

・空気の成分

① ② ③

同じ大きさの集気びん

Ａ Ｂ

ゴムのカバーをつける。

矢印

※二酸化炭素検知管（0．03％～
　1％用）酸素用検知管（6％～
　24％用）などがある。

気体検知管 気体採取器 ハンドル

気体検知管
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3 ＜気体中の物の燃え方＞　次の問いに答えなさい。
Ａ～Ｄの 4つの集気びんの中には、酸素、空気、二酸化炭素、ちっ素
のいずれかの気体が入っています。

【実験 1】火のついたろうそくをＡ～Ｄの集気びんの中に、右の図の
ように入れる。

【結果】Ａ、Ｄはすぐに消える。Ｂはしばらく燃えてから消え、Cは
はげしく燃えて、やがて消えた。

【実験 2】ろうそくの火が消えてから、それぞれの集気びんに石灰水
を少しづつ入れ、よくふった。

【結果】Ａ、Ｂ、Ｃでは白くにごったが、Ｄでは変化が見られなかった。
これらの実験と結果から、Ａ～Ｄの集気びんの中の気体はそれぞれ何
であることが分かりますか。それぞれことばで答えなさい。

　Ａ（　　　　　　　　）　Ｂ（　　　　　　　　）　Ｃ（　　　　　　　　）　Ｄ（ ）

4 ＜空気の変化＞　一方がふさがったガラスのつつを水の入った水そうに立て、その中でろうそくを
燃やし、火が消えたあとしばらくそのままにしておいたところ、ガラスのつつの中の水面が上がっ

てしまいました。これについて、次の問いに答えなさい。

⑴　ガラスのつつの中の水面が上がった理由を次からえらびなさい。 （　　）

ア　ろうそくが燃えて、ガラスのつつの中の酸素がなくなり別の
ものが水にとけたから。

イ　ろうそくが燃えて、ガラスのつつの中の空気がすべてなくなっ
たから。

ウ　ろうそくが燃えて、軽くなったから。

⑵　図の Aと Bのガラスのつつの中の気体を比べた時、少なくなったものは何ですか。また、量に変
化がないものはどれですか。次から選びなさい。

　少なくなったもの（　　）　　変化がないもの（　　）

　ア　ちっ素　　　イ　酸素　　　ウ　二酸化炭素

5 ＜気体検知管＞　右の図のような器具を使ってびん
の中の酸素の量の変化について調べました。これに

ついて次の問いに答えなさい

⑴　アの名前を書きなさい。
 （　　　　　　　　　　　　　　）

ものの燃え方　�

4�〈気体中のものの燃え方〉　Ａ〜Ｄの４つの集気びんの中には，酸素，空気，二

酸化炭素，ちっ素のいずれかの気体が入っています。Ａ〜Ｄの４つの集気びんを

使って，次のような実験をしました。

　　【実験１】�　火のついたろうそくをＡ〜Ｄの集気び

んの中に，右の図のように入れる。

　　【結　果】�　Ａ，Ｄはすぐに消える。Ｂはしばらく

燃えてから消え，Ｃははげしく燃えて，

やがて消えた。

　　【実験２】�　ろうそくの火が消えてから，それぞれ

の集気びんに石灰水を少しずつ入れ，よ

くふった。

　　【結　果】�　Ａ，Ｂ，Ｃでは白くにごったが，Ｄで

は変化が見られなかった。

　　これらの実験と結果から，Ａ〜Ｄの集気びんの中の気体はそれぞれ何であるこ

とがわかりますか。それぞれことばで答えなさい。

� Ａ（　　　　　）　Ｂ（　　　　　）

� Ｃ（　　　　　）　Ｄ（　　　　　）

5�〈空気の変化〉　一方がふさがったガラスのつつを水の入った水そうに立て，そ

の中でろうそくを燃やし，火が消えたあとしばらくそのままにしておいたところ，

ガラスのつつの中の水面が上がっていました。これについて，次の問いに答えな

さい。

　⑴�　ガラスのつつの中の水面が上がった理

由を，次から選びなさい。� （　　　）

　　ア�　ろうそくが燃えて，ガラスのつつの

中の酸素がなくなり，別のものが水に

とけたから。

　　イ�　ろうそくが燃えて，ガラスのつつの

中の空気がすべてなくなったから。

　　ウ　ろうそくが燃えて，軽くなったから。

　⑵�　図のＡとＢのガラスのつつの中の気体を比べたとき，少なくなったものは何

ですか。また，量に変化がないものはどれですか。次から選びなさい。

� 少なくなったもの（　　　）　　変化がないもの（　　　）

　　ア　ちっ素　　　イ　酸素

　⑶�　図のＢで，ガラスのつつの中の水面が上がっていますが，水面から上のつつ

の高さのどのくらいまで上がりますか。次から選びなさい。� （　　　）

　　ア　約２分の１

　　イ　約３分の１

　　ウ　約４分の１

　　エ　５分の１よりも少ない

・Ａ〜Ｄの気体につ
いて，実験の結果
にもとづく表をつ
くってまとめてみ
ると，わかりやす
い。

・ろうそくが燃える
と酸素がへり，二
酸化炭素がふえる。

・7二酸化炭素の性
質（ｐ11参照）

石灰水

ガ
ラ
ス
の
つ
つ

Ａ Ｂ

ア

ハンドル

ものの燃え方　�

4�〈気体中のものの燃え方〉　Ａ〜Ｄの４つの集気びんの中には，酸素，空気，二

酸化炭素，ちっ素のいずれかの気体が入っています。Ａ〜Ｄの４つの集気びんを

使って，次のような実験をしました。

　　【実験１】�　火のついたろうそくをＡ〜Ｄの集気び

んの中に，右の図のように入れる。

　　【結　果】�　Ａ，Ｄはすぐに消える。Ｂはしばらく

燃えてから消え，Ｃははげしく燃えて，

やがて消えた。

　　【実験２】�　ろうそくの火が消えてから，それぞれ

の集気びんに石灰水を少しずつ入れ，よ

くふった。

　　【結　果】�　Ａ，Ｂ，Ｃでは白くにごったが，Ｄで

は変化が見られなかった。

　　これらの実験と結果から，Ａ〜Ｄの集気びんの中の気体はそれぞれ何であるこ

とがわかりますか。それぞれことばで答えなさい。

� Ａ（　　　　　）　Ｂ（　　　　　）

� Ｃ（　　　　　）　Ｄ（　　　　　）
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の中でろうそくを燃やし，火が消えたあとしばらくそのままにしておいたところ，

ガラスのつつの中の水面が上がっていました。これについて，次の問いに答えな

さい。

　⑴�　ガラスのつつの中の水面が上がった理

由を，次から選びなさい。� （　　　）

　　ア�　ろうそくが燃えて，ガラスのつつの

中の酸素がなくなり，別のものが水に

とけたから。

　　イ�　ろうそくが燃えて，ガラスのつつの

中の空気がすべてなくなったから。

　　ウ　ろうそくが燃えて，軽くなったから。

　⑵�　図のＡとＢのガラスのつつの中の気体を比べたとき，少なくなったものは何

ですか。また，量に変化がないものはどれですか。次から選びなさい。

� 少なくなったもの（　　　）　　変化がないもの（　　　）

　　ア　ちっ素　　　イ　酸素

　⑶�　図のＢで，ガラスのつつの中の水面が上がっていますが，水面から上のつつ

の高さのどのくらいまで上がりますか。次から選びなさい。� （　　　）

　　ア　約２分の１

　　イ　約３分の１

　　ウ　約４分の１

　　エ　５分の１よりも少ない

・Ａ〜Ｄの気体につ
いて，実験の結果
にもとづく表をつ
くってまとめてみ
ると，わかりやす
い。

・ろうそくが燃える
と酸素がへり，二
酸化炭素がふえる。

・7二酸化炭素の性
質（ｐ11参照）
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⑵　この器具で実験前と実験後を調べたところ、下の図のような結果となりました。このことからび

んの中の酸素がどうなったことが分かりますか。 （　　　　　　　　　　　　　　）

 実験前 実験後

6 ＜酸素と二酸化炭素の作り方＞　次の問いに答えなさい。
⑴　酸素や二酸化炭素を発生させるには、右の図 1のＡ～Ｄの装置のうちどれが良いですか。 （　　）
⑵　酸素を集気びんに集めるのにふさわしいものは、右の図 2
のＡ～Ｃの装置のうちどれですか。 （　　）

⑶　⑵で選んだ理由を次から選びなさい。 （　　）

ア　水にとけやすく、空気よりも軽い気体だから。
イ　水にとけやすく、空気よりも重い気体だから。
ウ　水にとけにくい気体だから。

⑷　酸素を発生させるために使うものを、次のア～コのうちか
ら 2つ選び、記号で答えなさい。 （　　）（　　）

ア　水酸化ナトリウム水溶
よう

液　　　　イ　うすい塩酸　　　　　ウ　過酸化水素水
エ　アンモニア水　　　　オ　炭酸水　　　　カ　あえん　　　キ　アルミニウム
ク　二酸化マンガン　　　ケ　鉄　　　　　　コ　貝がら

⑸　二酸化炭素を発生させるために使うものを、⑷のア～コのうちから 2つ選び、記号で答えなさい。
 （　　）（　　）

7 ＜むし焼き＞　小さく折ったわりばしを図のようにアルミニウムはくで包み、実験用ガスコンロで
熱しました。これについて、次の問いに答えなさい。

⑴　アルミニウムはくに包んだのは、わりばしを何にふれさせずに熱するためですか。

 （　　　　　　　　　　　　　　）

⑵　すき間からけむりが出てきます。このけむりは何色ですか。

また、このけむりにマッチの火を近づけるとどうなりますか。

　　　（　　　　）色 （　　　　　　　　　　　　　　）

⑶　けむりが出なくなったあとで、アルミニウムはくをあけてみ

ると、わりばしはどうなっていますか。 （　　）

ア　灰が残っている。　　　イ　炭が残っている。
ウ　何も残っていない。

A B C D

A B C

図１

図２

わりばし

アルミニ
ウムはく

ピン
セット

すき間を

実験用
ガスコンロ

つくる

6 8 1
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4

1
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1
7
1
8
1
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2
0
2
1
2
2
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2
4 6 8 1
0

1
2

1
4

1
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1
8
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0
2
1
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2
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4

酸素 実験前 実験後酸素

物の燃え方と空気   5
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◆要点の整理

１ 呼吸のはたらき
 人は、空気の中の酸素の一部を体にとり入れ、二酸化炭

素を出している。このはたらきを呼吸という。このとき、
水（水蒸気）も出される。呼吸は肺で行われる。

２ 呼吸のしくみ
・吸う空気の流れ（酸素の受けわたし）

　　　　鼻・ロ→気管→気管支→肺ほう→毛細血管→全身
・はく空気の流れ（二酸化炭素の受けわたし）

　　　　全身→毛細血管→肺ほう→気管支→気管→鼻・ロ

３ 消化とそのしくみ
⑴　消化…ロから入った食べ物は、歯で細かくくだかれて
だ液と混ざり、胃や小腸を通る間に、体の中に吸収され

やすい養分に変えられる。このはたらきを消化という。

⑵　消化管…ロからこう門まで続く、1本の食べ物の通り道を消化管という。
・消化管を食べ物が通る順

　　　　ロ→食道→胃→小腸→大腸→こう門

⑶　消化液…だ液のように、食べ物を消化するは
たらきがある液を消化液といい、消化管から出
される。だ液のほかに、胃液、腸液などがある。

４ 吸収とそのしくみ
吸収…消化された養分は、おもに小腸で水分とと
もに吸収される。吸収された養分は、小腸を通る

血管を流れる血液中にとり入れられ、かん臓に送

られてから全身に運ばれる。小腸で吸収されな

かったものは、大腸に送られ、さらに水分などが

吸収される。残ったものは、便（ふん）としてこ

う門から体の外に出される。

酸素
約21％

ちっ素
約78％

ちっ素
約78％

酸素
約17％

吸い込む空気 はき出した空気
二酸化炭素 約0.03％
とそのほかの気体

二酸化炭素 約4％
とそのほかの気体

30

	2	 消化のしくみ
4　消化のはたらき
　�　食物にふくまれているでんぷん・しぼう・たんぱく質などの栄養素は，そのままでは水にとけないので，

人のからだの中に取り入れることはできない。そこで，これらの栄養素をからだの中に取り入れることが

できるように，水にとけやすいものに変える必要がある。人の体内で行われるこのはたらきを消化という。

消化はだ液，胃液，たん液（たん汁
じゅう

），すい液，腸液などの消化液によって行われる。口や胃，小腸など

消化のはたらきをするところ（器官）を消化器，口からこう門までの食物の通り道を消化管という。

5　消化と吸収の順序

　⑴　小腸のつくりとはたらき

　　①�　小腸の内側のつくり…小腸の内側の表面には無数のひ

だがあり，その表面にはじゅう毛という長さ０．２〜１

くらいの細い毛のようなとっ起がある。じゅう毛の中に

は，毛細血管とリンパ管が通っている。

　　②�　じゅう毛から吸収されるもの…消化液によって消化さ

れた栄養分のうち，ブドウ糖とアミノ酸は毛細血管から，

しぼう酸とグリセリンはリンパ管から吸収される。

　⑵　かん臓のはたらき

　　①　たん液をつくる。つくられたたん液は，たんのうにたくわえられる。

　　②　ブドウ糖をグリコーゲンという物質に変えてたくわえる。

　　③　体内の有毒な物質を分解して，無害なものにする。

　　④　からだに必要なたんぱく質をつくる。

　　⑤　熱を発生させ，体温を保つ。

人の消化器と消化液

・だ液せん
口

�����・かん臓
　　　　　　（たん液をつくる）

ぞう

食道

胃

小腸

・たんのう
（たん液を
たくわえる）

・すい臓
（すい液を
�������出す）

大腸

こう門

毛
細
血
管

小腸

じゅう毛

リンパ管

食物の消化
の道すじ　

は た ら き

口
食物をかみくだく。だ液によっ
て，でんぷんを別のもの（ばく

が糖
とう

）に変える。
食道 口から胃に食物を送る。

胃
食物をかゆ状にする。胃液によ
って，たんぱく質を別のものに
変える。

小腸

・腸液を出して，たん液，すい
液とともに，でんぷん，たんぱ
く質，しぼうを吸収されやすい
物質に完全に消化する。（Ｐ31
のポイント参照）
・養分の吸収を行う。

大腸 水分を吸収する。

こう門 残りかすを体外に出す。

気管

肺

鼻
口

肺ほう

肺

6   動物の体とはたらき

学習内容

動物の体とはたらき2 ● 消化のはたらき
● 呼吸のはたらき
● 血液のはたらき
● 人の体とつくり
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５ 血液
血液のはたらき…肺でとり入れた酸素、小腸で吸収した養分
や水分は、血液によって全身に運ばれる。血液は、心臓のは

たらきで全身に送り出され、体のすみずみにまではりめぐら

された血管を流れて、酸素や二酸化炭素、養分、不要になっ

たものなどを運んでいる。このように血液が全身に送られま

たもどってくることを血液のじゅんかんという。

６ かん臓とじん臓のはたらき
⑴　かん臓のはたらき…小腸で吸収された養分は、血液に
よってかん臓に運ばれ、その一部はかん臓にたくわえられ

る。

⑵　じん臓のはたらき…体の中で不要になったものは、じん
臓で血液中からこし出されて、余分な水とともに尿

にょう

とな

る。尿はぼうこうに一時的にためられてから、体の外へ出

される。

練習問題

1 ＜消化と吸収＞　右の図は、食べ物を消化するつくりを示しています。これについて、次の問いに
答えなさい。

⑴　ア～ケのつくりの名前をそれぞれ答えなさい。
　ア（　　　　）　　イ（　　　　）　　ウ（　　　　）
　エ（　　　　）　　オ（　　　　）　　カ（　　　　）
　キ（　　　　）　　ク（　　　　）　　ケ（　　　　）
⑵　食べ物が通る道すじを、ア～ケの中から選び、順に記号
で書きなさい。 （　　→　　→　　→　　→　　→　　）

⑶　消化された養分が吸収されるところはどこですか。ア～
ケから選びなさい。 （　　）

⑷　吸収されずに残ったものを、ふんとして出している部分

はどこですか。ア～ケから選びなさい。 （　　）

⑸　水分を吸収するところを、ア～ケから 2つ選びなさい。
 （　　）（　　）

⑹　アからキまで続く食べ物の通り道の名前を書きなさい。
 （　　　　　　　　　　　　　　）

肺 

る
れ
流
が
液
血
い
多
の
素
炭
化
酸
二

体の各部 

心臓

 小腸 
かん臓 

じん
臓

血液のじゅんかん

る
れ
流
が
液
血
い
多
の
素
酸

ア

イ

ク

ケ
ウ
エ

オ

カ

キ

後ろから見たようす

かん臓

じん臓

ぼうこう

動物の体とはたらき   7
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2 ＜だ液のはたらき＞　右の図は、だ液のはたらきを調べるため
の実験です。次の問いに答えなさい。

⑴　でんぷんにヨウ素液を加えると、どのような反応が見られます

か。かんたんに答えなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　）

⑵　でんぷんの液にだ液を加え湯の中に入れ、しばらくおきます。

湯の温度を何℃ぐらいにすると、だ液が最もよくはたらきます

か。

 （　　　　　　　　　　　　　　）

⑶　⑵のあとヨウ素液を加えると、ヨウ素液の色はどのようになり

ますか。また、それはなぜですか。

ヨウ素液（ ）

理由　　（ ）

3 ＜肺と呼吸＞　呼吸について、次の問いに答えなさい。
⑴　右の図のアを何といいますか。
 （　　　　　　　　　　　　　　）

⑵　人が呼吸をするとき、空気を吸いこむのは、口ともう 1つはどこ
からですか。

 （　　　　　　　　　　　　　　）

⑶　肺に吸いこまれた酸素は、何にとり入れられ、全身に送られますか。

 （　　　　　　　　　　　　　　）

4 ＜肺のつくりとはたらき＞　右の図は、肺の一部を拡大した図です。
これについて、次の問いに答えなさい。

⑴　図のＡのふくろを何といいますか。
 （　　　　　　　　　　　　　　）

⑵　図のＢの細い血管を何といいますか。
 （　　　　　　　　　　　　　　）

⑶　肺では気体の交かんが行われています。ＢからＡへ出される気体
と、ＡからＢに取り入れる気体をそれぞれ答えなさい。ただし、水
蒸気はのぞきます。

Ｂ→Ａ（　　　　　　　　　　　　　　）　　Ａ→Ｂ（　　　　　　　　　　　　　　）

湯

だ液

り
の
ん
ぷ
ん
で

ア

肺
はい

Ａ

Ｂ
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5 ＜魚の呼吸器＞　右の図は、魚の呼吸するためのつくりを表し
たものです。次の問いに答えなさい。

⑴　図のＡのつくりを何といいますか。
 （　　　　　　　　　　　　　　）

⑵　図のＡがしているはたらきは、人の体では、何という器官で行
われていますか。 （　　　　　　　　　　　　　　）

⑶　図のＡから、水にとけているどんなものがとりこまれますか。 （　　　　　　　　　　　　　　）

6 ＜血液のじゅんかんとはたらき＞　右の図は、人の体の血液
の流れをかんたんに表したものです。これについて、次の問いに

答えなさい。

⑴　図の①は、血液を全身に送り出すはたらきをしています。①を

何といいますか。

 （　　　　　　　　　　　　　　）

⑵　二酸化炭素を多くふくんでいる血液と酸素を多くふくんでい

る血液が流れている血管は、図のア～エのどれですか。それぞれ
2つずつ選び、その記号を書きなさい。
　二酸化炭素（　　）（　　）　　酸素（　　）（　　）

⑶　全身では、体の各部分のすみずみにまで血管がいきわたっています。この血管を流れている血液

から、体の各部分にわたされるものを、次のア～エの中から 2つ選び、その記号を書きなさい。
　ア　二酸化炭素　　　イ　酸素　　　ウ　養分　　　エ　不要になったもの （　　）（　　）

7 ＜いろいろな臓器＞
右の図は、人の体の中の一部のようすを表しています。これについて、次の問いに答えなさい。

⑴　図のア～ウの部分をそれぞれ何といいますか。
　ア（　　　　　　 ）　イ（　　　　　　 ）　ウ（　　　　　　  ）

⑵　図のイの部分で血液中からこし出されるものを、次のア～エの
中から 2つ選び、その記号を書きなさい。 （　　）（　　）

　ア　二酸化炭素　　イ　養分
　ウ　水分　　　　　エ　不要になったもの

ア

イ

ウ

肺

①

全身

ア

イ

ウ

エ

ウ

エ

ア

イ

人や動物のからだのはたらき　27

5�〈肺と呼吸〉　右の図は人の呼吸器のようすを示した

ものです。これについて，次の文の（　　）には図中の

記号を，〔　　〕にはあてはまることばを書きなさい。

　⑴�　〔　　　　　　〕は自分ではのび縮みができない。

そこで息を吸うときは，筋肉のはたらきによって�

（　　　　）を引き上げ，それと同時に（　　　　）が

縮んで〔　　　　　〕る。すると，胸
むね

の中の容
よう

積
せき

が広

くなり（　　　　）が広がり，〔　　　　　〕が入って

くる。

　⑵�　〔　　　　　〕をはくときには，これと反対に，胸の中の容積がせまくなり，

（　　　　）がおされて縮む。

　⑶�　㋓は（　　　）のような，〔　　　　　〕とよばれるたくさんの細かいふくろが

集まってできている。そのため，㋓の内部の〔　　　　　〕が大きくなっている。

6�〈肺のつくりとはたらき〉　右の図は，肺の一部を拡
かく

大
だい

した図です。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　図のＡのふくろを何といいますか。

� （　　　　　　）

　⑵　図のＢの細い血管を何といいますか。

� （　　　　　　）

　⑶�　肺では気体の交かんが行われています。ＢからＡ

へ出される気体と，ＡからＢに取り入れる気体をそ

れぞれ答えなさい。ただし，水蒸気はのぞきます。

� Ｂ→Ａ（　　　　　　）　　Ａ→Ｂ（　　　　　　）

　⑷�　胸の中が，Ａのような小さなふくろに分かれていることは，どのような点で

つごうがよいですか。次から選び，記号で答えなさい。� （　　　　）

　　ア　酸素や二酸化炭素など，気体の種類によって入るへやが区別できる。

　　イ�　１つのふくろにあながあいても，ほかのたくさんのふくろがそのはたらき

をおぎなう。

　　ウ　表面積がふえるため，気体を吸収する能力が高くなる。

　　エ　体積がふえるため，気体を吸収する能力が高くなる。

7�〈魚の呼吸器〉　右の図は，魚の呼吸するため

のつくりを表したものです。次の問いに答えな

さい。

　⑴　図Ａのつくりを何といいますか。

� （　　　　　　）

　⑵　人の肺と魚のＡのつくりの共通する特ちょうを，かんたんに説明しなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・肺自身がふくらん
だり縮んだりする
ことはできない。

・表面積が広ければ，
酸素と二酸化炭素
の交かんに有利で
ある。

・3魚類のえらによ
る呼吸

㋐ ㋑

㋒

㋓㋔㋕㋖

Ａ

Ｂ

水

AA

動物の体とはたらき   9

SAM
PLE



解 答 《W小6理科》

練習問題
１　⑴③→②→①　⑵イ
解説  ⑴集気びんの中の空気が多い順にな

らべる。

２　⑴ 1/5　⑵①はげしく　②弱く　③消え
て　④酸素　⑶①石灰水　②白　③二酸化炭

素

解説  ⑴空気中には、ちっ素が約 4/5、酸

素が約 1/5 ふくまれている。

３　Ａ二酸化炭素　Ｂ空気　Ｃ酸素　Ｄちっ
素

解説  Ａはろうそくがすぐに消えたが、石

灰水を白くにごらせたので、二酸化炭素が

入っていることがわかる。ＢとＣは、燃え方

のちがいから、Ｂが空気、Ｃが酸素。Ｄはろ

うそくがすぐに消え、石灰水も白くにごらな

かったので、ちっ素が入っていることがわか

る。

４　⑴ア　⑵少なくなったもの：イ　変化が
ないもの：ア
解説  ⑴酸素が使われて少なくなり、二酸

化炭素ができ、その二酸化炭素が水にとけた

分だけ水面は上がる。⑵ちっ素はものが燃え

るときに使われることはない。

５　⑴気体検知管　⑵酸素の量が減ったこと
が分かる。

６　⑴Ｂ　⑵Ｂ　⑶ウ　⑷ウ、ク　⑸イ、コ
解説  ⑴気体がでていく方のガラス管の口

が液体につかないようにする。また、発生し

た気体が注ぐ液体の方から出ていかないよ

うに、液体の方を長くする。⑵、⑶酸素は水

にとけにくいので、水上置かん法で集める。 

⑸貝殻は、石灰石に含まれる炭酸カルシウム

という成分が主成分でできている。

７　⑴空気（酸素）　⑵白色、ほのおを出して
燃える。　⑶イ
解説  ⑴空気（酸素）をあたえると、燃え

て灰になってしまい、むし焼きできない。⑵

白いけむり（木
もく

ガス）が出てくる。⑶むし焼

きにすると、木は気体（木ガス）・液体（木

タールと木
もく

酢
さく

液）・固体（木炭）に分かれる。

練習問題
１　⑴ア口　イ食道　ウ胃　エすい臓　オ大

腸　カ小腸　キこう門　クかん臓　ケたんの

う　⑵ア→イ→ウ→カ→オ→キ　⑶カ　⑷キ　

⑸オ、カ　⑹消化管

解説  ⑶消化された養分は、小腸で吸収さ

れます。⑸水分は、小腸と大腸から吸収され

ます。

２　⑴青むらさき色に変化する。　⑵ 36 ～
40℃　⑶ヨウ素液：色は変化しない。理由：

でんぷんではない別のもの（糖分）に変わっ

たから。

解説  ⑵だ液などの消化液にふくまれる消

化をたすける物質（消化こうそという）は、

人の体温くらいの温度で最もよくはたらく。

３　⑴気管　⑵鼻　⑶血液
解説  ⑴鼻や口から吸った空気は、気管を

通って、左右の肺に入ります。⑵人は口をと
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じているときに、どこから空気を吸っている

かを考えましょう。⑶肺には血管が通ってい

て、空気中の酸素の一部が血液にとり入れら

れます。

４　⑴肺ほう　⑵毛細血管　⑶ B→ A：二酸
化炭素　A→B：酸素

５　⑴えら　⑵肺　⑶酸素
解説  ⑴、⑶図の Aのつくりはえらで、口

から吸いこんだ水を、えらの間を通して外へ

出している。えらには細い血管が集まってい

て、水がえらを通るときに、水中にとけてい

る酸素を血液中にとり入れ、血液中の二酸化

炭素を水中に出している。⑵魚は水中にとけ

ている酸素をえらでとり入れて呼吸し、人や

ウサギなどの陸上の動物は、空気中の酸素を

肺でとり入れて呼吸している。

６　⑴心臓　⑵二酸化炭素：ア、イ　酸素：
ウ、エ　⑶イ、ウ
解説  ⑵、⑶からだの各部分では、血液に

よって運ばれてきた酸素や養分が、二酸化炭

素や不要になったものと入れかわる。そのた

め、全身（からだの各部分）から心臓にもど

る血液（イを通る）と、心臓から肺に送り出

される血液（アを通る）は、二酸化炭素を多

くふくんでいる。肺で、二酸化炭素が出さ

れ、酸素がとり入れられるので、ウ、エの血

管には、酸素を多くふくんでいる血液が流れ

る。

７　⑴アかん臓　イじん臓　ウぼうこう　⑵
ウ、エ
解説  ⑵不要になったものは、血液によっ

てじん臓に運ばれ、血液中から水分とともに

こし出されて、尿
にょう

になる。

練習問題
１　⑴ア→ウ→エ→イ　⑵白っぽくなる。　

⑶青むらさき色に変化する。　⑷でんぷん

解説  ⑴、⑵アのように、はじめに熱い湯

につけるのは、葉の中にある、でんぷんを糖

分にかえるはたらきをもつものをこわすため

である。ウのように、アルコールにつけるの

は、葉の緑色をなくし、ヨウ素液による色の

変化を見やすくするためである。アルコール

には火がつきやすいので、直接あたためず、

必ず湯せんであたためる。　⑶、⑷日光に当

てたところにはでんぷんができているので、

ヨウ素反応がおこる。

２　⑴日光　⑵ B：二酸化炭素　C：水　⑶光
合成　⑷酸素　⑸ア

３　⑴イ　⑵図 2：ウ　A：根毛　⑶ウ、エ
解説  ⑵植物の若い根の先は、細い毛のよ

うなものが生えていて、この部分を根毛とい

う。水や水にとけた養分は、根毛からとり入

れられる。⑶植物の根には、土の中の水や水

にとけた養分をとり入れるはたらきと、植物

のからだを支えるはたらきがある。

４　⑴ A　⑵水（根からとり入れた水分や肥
料）　⑶ A：道管　B：師管

解説  ⑴、⑵、⑶根から吸収された水分や、

水にとけた肥料は、根、くき、葉にある道管

を通って、植物のからだ全体に運ばれる。葉

でつくられた養分は、師管を通ってからだ全

体に運ばれる。⑶ Cは形成層という。

５　⑴ A　⑵葉　⑶根　⑷ A
解説  ⑴、⑵葉のうら側にある小さな穴（気

こう）から、水蒸気が空気中へ出されるた

め、ポリエチレンのふくろに水てきがつく。

⑶水は、根から吸い上げられ、道管を通っ
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じているときに、どこから空気を吸っている

かを考えましょう。⑶肺には血管が通ってい

て、空気中の酸素の一部が血液にとり入れら

れます。

４　⑴肺ほう　⑵毛細血管　⑶ B→ A：二酸
化炭素　A→B：酸素

５　⑴えら　⑵肺　⑶酸素
解説  ⑴、⑶図の Aのつくりはえらで、口

から吸いこんだ水を、えらの間を通して外へ

出している。えらには細い血管が集まってい

て、水がえらを通るときに、水中にとけてい

る酸素を血液中にとり入れ、血液中の二酸化

炭素を水中に出している。⑵魚は水中にとけ

ている酸素をえらでとり入れて呼吸し、人や

ウサギなどの陸上の動物は、空気中の酸素を

肺でとり入れて呼吸している。

６　⑴心臓　⑵二酸化炭素：ア、イ　酸素：
ウ、エ　⑶イ、ウ
解説  ⑵、⑶からだの各部分では、血液に

よって運ばれてきた酸素や養分が、二酸化炭

素や不要になったものと入れかわる。そのた

め、全身（からだの各部分）から心臓にもど

る血液（イを通る）と、心臓から肺に送り出

される血液（アを通る）は、二酸化炭素を多

くふくんでいる。肺で、二酸化炭素が出さ

れ、酸素がとり入れられるので、ウ、エの血

管には、酸素を多くふくんでいる血液が流れ

る。

７　⑴アかん臓　イじん臓　ウぼうこう　⑵
ウ、エ
解説  ⑵不要になったものは、血液によっ

てじん臓に運ばれ、血液中から水分とともに

こし出されて、尿
にょう

になる。

練習問題
１　⑴ア→ウ→エ→イ　⑵白っぽくなる。

⑶青むらさき色に変化する。　⑷でんぷん

解説 ⑴、⑵アのように、はじめに熱い湯

につけるのは、葉の中にある、でんぷんを糖

分にかえるはたらきをもつものをこわすため

である。ウのように、アルコールにつけるの

は、葉の緑色をなくし、ヨウ素液による色の

変化を見やすくするためである。アルコール

には火がつきやすいので、直接あたためず、

必ず湯せんであたためる。　⑶、⑷日光に当

てたところにはでんぷんができているので、

ヨウ素反応がおこる。

２　⑴日光　⑵ B：二酸化炭素 C：水　⑶光
合成　⑷酸素　⑸ア

３　⑴イ　⑵図 2：ウ A：根毛　⑶ウ、エ
解説 ⑵植物の若い根の先は、細い毛のよ

うなものが生えていて、この部分を根毛とい

う。水や水にとけた養分は、根毛からとり入

れられる。⑶植物の根には、土の中の水や水

にとけた養分をとり入れるはたらきと、植物

のからだを支えるはたらきがある。

４　⑴ A　⑵水（根からとり入れた水分や肥
料）　⑶ A：道管　B：師管

解説 ⑴、⑵、⑶根から吸収された水分や、

水にとけた肥料は、根、くき、葉にある道管

を通って、植物のからだ全体に運ばれる。葉

でつくられた養分は、師管を通ってからだ全

体に運ばれる。⑶ Cは形成層という。

５　⑴ A　⑵葉　⑶根　⑷ A
解説  ⑴、⑵葉のうら側にある小さな穴（気

こう）から、水蒸気が空気中へ出されるた

め、ポリエチレンのふくろに水てきがつく。

⑶水は、根から吸い上げられ、道管を通っ
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いるときに、どこから空気を吸っているかを

考える。⑶肺には血管が通っていて、空気中

の酸素の一部が血液にとり入れられる。
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